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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
低マッハ数領域の空力音（流体音）であるエッジトーンの発生機構については多くの
研究があるが、複雑な非線形現象であるためにその詳細の多くは未解決な問題である。





















































































































フードバックメカニズムやモード遷移のメカニズム、DNS と LES による再現性の違
い、数値計算による高次モードの再現性、本研究の重要な成果であるジェットの流速分
布の歪みと揺らぎの３乗則の物理的な意味等について質問がなされたが、いずれも著者
から明確な回答が得られた。また、公聴会においても、多数の出席者があり、種々の質
問がなされたが、いずれも著者の説明によって質問者の理解が得られた。よって、著者
は試験に合格したものと認めた。 
以上により、論文調査および最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審
査した結果、本論文が、博士（情報工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
